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11
月
14
日
、
Ｊ
Ａ
清
里
町
新
資
材
店

舗
の
竣
工
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
資
材
店
舗
は
旧
１
号
倉
庫
跡
に
位
置

す
る
場
所
に
建
設
さ
れ
、
事
務
所
か
ら

完
全
に
独
立
し
た
形
と
な
り
ま
し
た
。

石
井
組
合
長
か
ら
は
「
広
い
店
舗
内
を

有
効
活
用
し
た
中
で
業
務
を
進
め
て
参

り
た
い
。
令
和
に
な
り
、
農
業
・
Ｊ
Ａ

を
取
巻
く
環
境
も
日
々
変
化
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
順
応
し
な
が
ら
の

業
務
が
大
事
で
あ
る
。
組
合
員
を
柱
と

す
る
縦
へ
の
展
開
と
地
域
に
向
け
た
横

の
展
開
を
以
っ
て
、
裾
野
の
広
い
事
業

を
展
開
し
て
参
り
た
い
。」
と
、
今
後

へ
の
期
待
を
込
め
た
挨
拶
を
い
た
だ
き

地
域
に
愛
さ
れ
る
店
舗
を
目
指
し
て

ま
し
た
。

11
月
18
日
に
は
開
店
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
実
施
さ
れ
、
広
々
と

し
た
新
店
舗
を
お
披
露
目
。
ご
来
店
さ

れ
た
お
客
様
に
粗
品
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、

当
日
に
限
り
資
材
の
特
価
セ
ー
ル
も
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
ま
す
ま
す
の

商
品
充
実
と
利
用
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
利

用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
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９
月
10
日
、
３
Ｊ
Ａ
種
子
小
麦
播
種

前
講
習
会
を
Ｊ
Ａ
清
里
町
２
階
会
議
室

に
て
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
笹
原
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
で
は
、
今
年
度
の
気
象

と
生
育
経
過
を
振
り
返
り
、
多

収
要
因
や
多
く
の
圃
場
で
見

ら
れ
た
過
繁
茂
・
病
害
に
つ

い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
産
に
あ
た
っ
て

は
、
気
温
等
の
デ
ー
タ
は
平

年
値
を
基
に
考
え
て
ほ
し
い

と
の
説
明
が
さ
れ
、
適
期
適

量
播
種
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま

し
た
。
播
種
前
準
備
と
し
て
、

土
壌
の
㏗
や
播
種
量
・
播
種
期

設
定
の
考
え
方
、
播
種
深
度

に
つ
い
て
指
導
が
あ
り
、
併

せ
て
、
遅
れ
穂
の
対
策
、
雑
草
・

な
ま
ぐ
さ
黒
穂
病
の
防
除
の

説
明
も
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
の
種
子
審
査
の

結
果
で
気
に
か
か
っ
た
点
が

注
意
さ
れ
、
粒
ぞ
ろ
い
が
良

好
で
出
芽
力
が
高
い
種
子
生

産
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

３
Ｊ
Ａ
種
子
小
麦
播
種
前
講
習
会

３
Ｊ
Ａ
種
子
小
麦
播
種
前
講
習
会

来
年
度
の
優
良
種
子

来
年
度
の
優
良
種
子

　
　
　
　
生
産
に
向
け
て

　

質
疑
で
は
、
播
種
時
期
の
早
期
化
、

き
た
ほ
な
み
の
適
正
㏗
、
遅
れ
穂
の
原

因
に
つ
い
て
、
縞
萎
縮
病
の
予
防
、
種

子
麦
（
原
種
）
の
千
粒
重
に
つ
い
て
の

質
問
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
生
産
に
向
け
て

　
　
　
　
生
産
に
向
け
て

　

質
疑
で
は
、
播
種
時
期
の
早
期
化
、

き
た
ほ
な
み
の
適
正
㏗
、
遅
れ
穂
の
原

因
に
つ
い
て
、
縞
萎
縮
病
の
予
防
、
種

～農業フォトギャラリー～～農業フォトギャラリー～～農業フォトギャラリー～

長芋の長芋の
選果作業選果作業

大豆の大豆の
収穫収穫
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ゲ
ン
が
所
有
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
で

も
４
番
目
の
製
糖
工
場
と
な
っ
て
い

る
。
て
ん
菜
を
生
産
し
て
い
る
農
家
は

約
３
万
人
、
22
万
㏊
が
作
付
け
さ
れ
年

間
約
２
０
０
万
t
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。

農
家
１
戸
あ
た
り
の
平
均
耕
作
面
積
は

18
㏊
で
、
て
ん
菜
の
平
均
面
積
は
５
㏊
、

３
月
下
旬
〜
４
月
中
旬
の
間
に
コ
ン
ト

ラ
に
よ
る
直
播
を
行
う
。
平
均
耕
作
面

積
が
10
㏊
以
下
の
農
家
は
兼
業
農
家
と

し
て
農
業
を
行
っ
て
お
り
、
収
穫
も
コ

ン
ト
ラ
で
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
。

　

年
間
の
砂
糖
生
産
量
は
25
〜
30
万
t

で
あ
り
、
工
場
に
は
毎
日
25
ｔ
ト
ラ
ッ

ク
で
約
５
０
０
台
分
の
原
料
が
搬
入

さ
れ
、
24
時
間
操
業
で
９
月
か
ら
約

１
３
５
日
稼
働
し
て
い
る
。
原
料
は
ス

ケ
ー
ル
で
重
量
を
計
り
、
サ
ン
プ
ル
取

り
を
し
て
窒
素
・
カ
リ
ウ
ム
・
糖
分
か

ら
糖
度
を
決
定
、
買
取
価
格
を
設
定
す

る
。
価
格
は
糖
分
16
％
と
す
る
と
原
料

あ
た
り
24
ユ
ー
ロ
/
ｔ
で
直
接
払
い
さ

れ
、
そ
の
年
の
状
況
に
よ
っ
て
翌
年
秋

に
追
加
で
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
支
払
わ

れ
る
。

　

冬
季
間
の
工
場
で
は
、
糖
液
か
ら
砂

糖
を
作
り
、
て
ん
菜
の
年
間
砂
糖
生
産

量
が
足
り
な
い
場
合
は
、
販
売
状
況
に

合
わ
せ
て
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
輸
入
し
て
砂

糖
を
生
産
す
る
。
工
場
の
燃
料
は
主
に

石
炭
を
使
用
し
て
い
る
が
、
電
力
の
一

部
は
工
場
か
ら
出
た
て
ん
菜
カ
ス
や
雑

草
で
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
を
行
い
、
工
場

Wh
の
電
力
を
使
用
、
溶
接
に
使
用
す
る

ワ
イ
ヤ
ー
は
長
さ
約
1
・
５
㎞
、
重
量

約
２
９
５
ｔ
を
使
用
す
る
。

　

工
場
内
視
察
で
は
、
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
を
感
じ
た
の
は
勿
論
、
従
業
員
が

工
場
内
を
移
動
す
る
手
段
と
し
て
自
転

車
を
利
用
し
、
工
場
内
を
徒
歩
よ
り
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
、
排
ガ
ス
０
で
維
持
コ

ス
ト
も
か
か
ら
な
く
、
修
理
は
自
社
の

消
防
員
が
行
っ
て
い
る
点
に
、
効
率
を

上
げ
つ
つ
コ
ス
ト
を
抑
え
、
エ
コ
ロ

ジ
ー
な
部
分
を
感
じ
た
。
ま
た
、
そ
う

し
た
状
態
が
よ
く
定
着
し
て
い
る
会
社

だ
と
も
感
じ
ら
れ
た
。

　

機
械
の
大
型
化
の
限
界
に
伴
っ
て
、

機
械
同
士
で
の
連
携
や
効
率
化
を
進
め

る
『
Ｅ
Ａ
Ｓ
Y
シ
ス
テ
ム
』
は
、
シ
ス

テ
ム
に
係
わ
る
従
業
員
が
作
業
デ
ー
タ

の
管
理
を
行
っ
て
、
電
子
部
品
や
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
・

３
Ｄ
カ
メ
ラ
等
を
利
用
し
た
作
業
が
で

き
る
よ
う
研
究
を
進
め
て
い
る
と
の
こ

と
。

訪
問
先
②
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
&
レ
ン
ゲ
ン

グ
リ
ノ
ジ
ェ
ッ
ク
製
糖
工
場

  　

ポ
ー
ラ
ン
ド
ワ
ル
シ
ャ
ワ
郊
外

　

フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
&
レ
ン
ゲ
ン
製
糖
工

場
は
ド
イ
ツ
で
設
立
さ
れ
、
１
９
９
５

年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
進
出
。
１
９
８
９

年
当
時
、
製
糖
工
場
は
78
ヵ
所
あ
っ
た

が
、
現
在
で
は
18
ヵ
所
に
減
少
。
そ
の

中
の
４
ヵ
所
を
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
&
レ
ン

50
％
の
シ
ェ
ア
率
を
維
持
。
２
０
１
２

年
に
は
コ
ン
バ
イ
ン
で
１
時
間
に
85
ｔ

の
麦
を
収
穫
で
き
る
機
械
が
ギ
ネ
ス

登
録
さ
れ
て
い
る
。
ト
ラ
ク
タ
ー
は

２
０
０
３
年
に
ル
ノ
ー
社
か
ら
引
き
継

ぐ
形
で
製
造
を
開
始
し
、
15
万
台
の
販

売
実
績
が
あ
る
。

　

コ
ン
バ
イ
ン
の
組
み
立
て
に
は
全
工

程
で
約
２
４
０
時
間
掛
か
り
、
組
み
立

て
ラ
イ
ン
に
は
一
日
に
40
台
が
入
り
、

７
〜
８
台
が
組
み
上
が
る
。
約
２
５
０

種
類
の
コ
ン
バ
イ
ン
管
理
が
、
バ
ー

コ
ー
ド
に
よ
り
発
注
者
ご
と
の
受
注
情

報
と
共
に
Ｐ
Ｃ
で
管
理
さ
れ
て
い
る
。

コ
ン
バ
イ
ン
を
構
成
し
て
い
る
部
品
の

内
25
％
は
自
社
製
で
、
そ
の
他
は
契
約

系
統
会
社
か
ら
入
手
し
て
い
る
。
コ
ン

バ
イ
ン
製
造
に
は
１
９
０
人
が
常
時
勤

務
し
て
い
る
。
年
間
に
２
、６
０
０
万

令
和
元
年
７
月
３
日
〜
７
月
12
日

ド
イ
ツ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
イ
ギ
リ
ス

参
加
者
〜　

農
協
理
事　

新
輪　

勝
信

　
　

農
協
青
年
部
部
長　

辺
見　

裕
介

　
　
　
　
　
　
　

農
協　

横
田　

祐
二

　

ホ
ク
レ
ン
中
斜
里
製
糖
工
場
区
域
内

て
ん
菜
振
興
協
議
会
海
外
視
察
研
修
に

参
加
致
し
ま
し
た
の
で
、
報
告
致
し
ま
す
。

訪
問
先
①
ク
ラ
ー
ス
社　

　
　
　

ド
イ
ツ　

ハ
ル
セ
ヴ
ィ
ン
ケ
ル

　

ク
ラ
ー
ス
社
は
、
ド
イ
ツ
で

１
９
１
３
年
に
ア
ウ
グ
・
ク
ラ
ー
ス
氏

が
創
業
を
開
始
、
当
初
は
農
業
周
辺
機

器
製
造
販
売
会
社
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
コ
ン
バ
イ
ン
の
製
造
販
売
を
手
掛

け
、
同
じ
く
酪
農
家
向
け
の
自
走
ハ
ー

ヴ
ェ
ス
タ
ー
の
製
造
販
売
も
始
め
、
今

日
で
は
世
界
シ
ェ
ア
の
半
分
を
占
め
る

人
気
と
実
績
を
兼
ね
備
え
た
農
機
メ
ー

カ
ー
と
な
っ
た
。
１
９
２
４
年
に
小
麦

を
縛
る
機
械
で
初
め
て
の
特
許
を
取
得

し
、
１
９
２
１
年
か
ら
６
０
０
０
個
の

特
許
を
取
得
。
そ
の
う
ち
の
４
０
０
０

個
の
特
許
を
使
用
し
て
商
品
を
開
発
し

て
い
る
。
１
９
３
６
年
に
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
初
の
コ
ン
バ
イ
ン
と
な
る
刈
取

り
と
脱
穀
等
の
複
式
収
穫
機
の
開
発
と

販
売
を
し
、
１
９
４
６
年
か
ら
コ
ン
バ

イ
ン
の
シ
リ
ー
ズ
化
を
行
っ
て
い
る
。

１
９
７
３
年
に
は
サ
イ
レ
ー
ジ
の
自
走

式
機
械
開
発
を
行
い
、
現
在
は
世
界
の

ホクレン中斜里製糖工場区域内

てん菜振興協議会海外視察研修10日間
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３
年
前
か
ら
は
ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
ス
ビ
ジ

ネ
ス
を
開
始
し
て
い
る
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ

さ
れ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
大
手
４
大
ス
ー

パ
ー
に
納
品
し
て
い
る
が
、
近
年
ド
イ

ツ
か
ら
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ
が

入
り
、
一
般
の
ス
ー
パ
ー
よ
り
安
く
売

ら
れ
る
た
め
梱
包
業
者
に
影
響
を
与
え

て
お
り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
も
年
々

減
少
し
て
い
る
。
他
の
企
業
と
M
＆
A

（
企
業
合
併
・
買
収
）
を
行
い
、
有
機

野
菜
・
ニ
ン
ジ
ン
・
タ
ー
ニ
ッ
ク
・
カ

リ
フ
ラ
ワ
ー
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等
の
販

売
拡
大
も
行
っ
て
い
る
。

　

比
較
的
早
い
時
期
か
ら
規
模
拡
大
に

取
り
組
み
、
生
産
物
の
梱
包
や
加
工
と

い
っ
た
付
加
価
値
化
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
一
方
、
麦
の
収
穫
は
コ
ン
バ
イ
ン

を
所
有
す
る
近
隣
農
家
に
委
託
し
た
り
、

ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
を
し
て
い

る
施
設
は
な
く
、
生
産
者
や
地
域
に
適

し
た
作
物
の
研
究
を
多
角
的
に
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
や
、
約
１
０
０
年
前
か

ら
こ
の
地
域
の
農
家
支
援
活
動
を
継
続

し
て
い
る
点
に
、
感
心
が
深
ま
っ
た
。

訪
問
先
④
ラ
ッ
セ
ル
ス
ミ
ス
農
場　

　
　

イ
ギ
リ
ス　

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
郊
外

　

ラ
ッ
セ
ル
氏
は
１
９
３
８
年
よ
り
畑

作
を
営
み
、
当
初
は
１
５
０
㏊
の
土
地

で
大
麦
・
小
麦
・
て
ん
菜
・
豆
（
飼

料
用
）
等
の
穀
物
を
生
産
し
て
い
た
。

１
９
４
７
年
に
土
地
２
０
０
㏊
を
購
入

し
、
２
代
目
に
継
い
だ
後
も
さ
ら
に
拡

大
を
続
け
、
現
在
１
２
０
０
㏊
に
上

る
（
馬
鈴
薯
２
０
０
㏊
・
玉
葱
50
㏊
・

て
ん
菜
80
㏊
・
有
機
栽
培
冬
ま
き
大
麦

１
４
０
㏊
・
一
般
大
麦
１
４
０
㏊
・
春

ま
き
大
麦
50
㏊
・
有
期
野
菜
１
８
０

㏊
・
試
験
圃
場
１
２
０
㏊
・
環
境
保
護

50
㏊
・
そ
の
他
１
９
０
㏊
）。
イ
ギ
リ

ス
の
平
均
作
付
面
積
は
１
６
０
㏊
、
周

辺
農
場
４
０
０
㏊
と
比
べ
て
も
分
か
る

通
り
大
規
模
経
営
を
行
っ
て
い
る
。
水

捌
け
の
良
い
圃
場
を
多
く
拡
大
で
き
た

の
は
、
灌
水
設
備
と
し
て
地
下
に
水
道

管
を
28
㎞
に
渡
っ
て
配
置
し
、
70
万
㎥

貯
水
で
き
る
貯
水
槽
を
設
け
た
こ
と
が

理
由
と
の
こ
と
。

　

１
９
６
９
年
に
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
梱

包
す
る
権
利
を
取
得
し
、
洗
浄
後
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
入
り
で
販
売
を
開
始
し
た
。

薯
・
飼
料
用
な
た
ね
・
大
豆
等
の
試
験

栽
培
を
実
施
す
る
と
共
に
、
試
験
成
績

を
リ
ス
ト
化
し
て
公
表
し
、
各
地
区
に

合
っ
た
品
種
を
提
供
し
て
い
る
。

　

て
ん
菜
は
、
３
月
下
旬
か
ら
地
温
が

５
℃
に
な
っ
た
時
点
で
播
種
し
、
株
間

18
㎝
、
畦
間
45
㎝
、
深
さ
2
〜
２
・
５

㎝
で
播
種
さ
れ
る
。
現
在
、
ベ
タ
ナ
ー

ル
除
草
剤
の
使
用
禁
止
の
動
き
が
あ
り
、

代
替
除
草
剤
を
検
討
し
て
い
る
と
の
こ

と
。
肥
料
に
つ
い
て
は
、
加
里
が
不
足

す
る
と
水
分
維
持
が
困
難
に
な
り
黒
根

病
に
罹
り
や
す
く
な
る
こ
と
か
ら
、
加

里
を
多
く
使
用
し
て
い
る
。
今
年
度
は

６
月
の
気
象
が
異
常
に
高
温
に
な
り
、

て
ん
菜
の
葉
が
黄
化
す
る
症
状
が
発
生

し
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
降
水
量
が
少

な
く
、
干
ば
つ
の
影
響
に
よ
る
被
害
が

多
く
重
大
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
に
は
同
様
の
施
設
が
存

在
す
る
が
、
マ
ソ
ビ
ア
ン
農
業
諮
問
局

の
よ
う
に
広
大
な
試
験
圃
場
を
所
持
し
、

電
力
の
12
％
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

充
て
て
い
る
。

　

こ
の
地
域
で
は
、
生
産
資
材
・
人
件

費
の
削
減
や
、
広
大
な
耕
地
に
対
応
し

た
大
型
農
業
機
械
の
導
入
に
よ
る
巨
額

な
費
用
の
削
減
を
す
る
た
め
に
、
コ
ン

ト
ラ
事
業
を
利
用
し
て
作
業
の
分
離
化

を
行
っ
て
い
た
。

訪
問
先
③
マ
ソ
ビ
ア
ン
農
業
諮
問
局　

　
　
　

ポ
ー
ラ
ン
ド　

マ
ゾ
フ
シ
ェ
県

　

マ
ソ
ビ
ア
ン
農
業
諮
問
局
は
、
マ
ゾ

フ
シ
ェ
県
の
農
家
支
援
を
目
的
と
し
て

活
動
し
、
試
験
栽
培
調
査
に
よ
る
栽
培

技
術
や
法
律
情
報
の
発
信
、
営
農
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
経
営

ア
ド
バ
イ
ス
等
の
営
農
指
導
、
イ
ベ
ン

ト
・
機
関
紙
発
行
に
よ
る
栽
培
指
導
、

Ｅ
Ｕ
か
ら
の
基
金
要
請
等
を
行
っ
て
お

り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
同
様
の
機
関
が

各
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ワ
ル
シ
ャ

ワ
に
セ
ン
タ
ー
事
務
所
が
あ
り
、
訪
問

先
の
プ
ウ
ォ
ン
ス
ク
事
務
所
は
、
ホ
テ

ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
等
の
イ
ン
フ
ラ

事
業
も
行
っ
て
い
た
。
１
戸
あ
た
り
の

作
付
面
積
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
全
体
、
マ
ゾ

フ
シ
ェ
県
共
に
５
〜
９
・
９
㏊
の
割
合

が
最
も
高
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、麦
・

て
ん
菜
等
の
畑
作
経
営
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
北
西
部
で
は
酪
農
畜
産
、
中
南

部
で
は
野
菜
・
果
実
生
産
が
主
に
行
わ

れ
て
い
る
。
１
９
２
３
年
か
ら
運
営
が

始
ま
り
、
麦
・
デ
ン
ト
コ
ー
ン
・
馬
鈴
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り
返
し
、
現
在
は
民
間
業
者
1
社
の
み

と
な
っ
て
い
る
が
、
Ｎ
Ｆ
Ｕ
シ
ュ
ガ
ー

が
生
産
者
と
の
間
に
入
る
こ
と
で
出
荷

契
約
の
公
平
性
が
保
た
れ
て
い
る
と
感

じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
情
報
の
伝
播
に
お

け
る
Ｂ
Ｂ
Ｒ
Ｏ
の
「
ビ
ー
ト
イ
ー
ル
ド

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
の
取
り
組
み
が
興
味
深

く
、
細
か
く
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す

る
事
で
生
産
者
の
情
報
を
収
集
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
、
そ
の
後
の
情
報
伝

播
に
有
効
に
繋
げ
ら
れ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
情
報
の
共
有
に
よ
る
収
量
や

品
質
の
高
位
標
準
化
や
担
当
職
員
の
栽

培
技
術
知
識
の
向
上
の
手
法
と
し
て
有

効
で
あ
る
と
感
じ
た

　
　

　

今
回
の
視
察
研
修
で
は
、
ド
イ
ツ
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス
を
訪
問
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
日
頃
、
自
分
自
身
が
携

わ
ら
な
い
農
作
物
の
生
産
や
関
連
す
る

生
産
技
術
等
の
情
報
に
触
れ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
砂
糖
情
勢
を
学
び
、
当
Ｊ
Ａ

で
も
所
有
し
て
い
る
ク
ラ
ー
ス
社
製
の

コ
ン
バ
イ
ン
の
生
産
ラ
イ
ン
の
見
学
が

出
来
る
等
、
数
多
く
の
貴
重
な
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
自
身
の
見
聞
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
視

察
研
修
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
機
会
を
与
え
て
下
さ
い
ま

し
た
当
Ｊ
Ａ
な
ら
び
に
関
係
機
関
の
皆

様
、
現
地
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
、

海
外
視
察
研
修
の
報
告
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

補
助
へ
移
行
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
と

の
こ
と
。

　

Ｎ
Ｆ
Ｕ
シ
ュ
ガ
ー
と
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
シ
ュ
ガ
ー
が
共
同
出
資
し
Ｂ
Ｂ
Ｒ

Ｏ
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
研
究
機
関
を
設
立
。

て
ん
菜
業
界
が
持
続
可
能
で
環
境
的
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
様
な
形
で
競
合
性
を

持
ち
、
収
益
性
も
上
が
る
研
究
、
そ
し

て
知
識
の
伝
播
を
行
っ
て
い
く
。
国
内

に
お
い
て
は
、
既
に
大
学
数
校
と
提
携

し
て
、
て
ん
菜
生
産
に
関
す
る
基
礎
研

究
と
応
用
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。

　

毎
年
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
」
と

い
う
生
産
技
術
や
最
新
情
報
を
掲
載
し

た
参
考
図
書
の
発
行
や
、
メ
ー
カ
ー
マ

ガ
ジ
ン
の
毎
週
送
信
、
害
虫
に
関
す
る

図
書
を
発
刊
し
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
。
２
年
前
か
ら
は
、「
ビ
ー
ト
イ
ー

ル
ド
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
い
う
て
ん
菜
生

産
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
、
生
産
技
術
に

関
す
る
情
報
収
集
と
伝
播
を
目
的
と
し

て
い
る
。
参
加
者
は
Ｂ
Ｂ
Ｒ
Ｏ
か
ら
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
依
頼
さ
れ
、
そ
の
報
告

に
基
づ
き
、
様
々
な
ア
バ
イ
ス
を
得
る

こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
、「
レ
コ
メ

ン
デ
ッ
ト
リ
ス
ト
」
は
品
種
試
験
を
実

施
し
た
中
の
優
良
品
種
を
掲
載
し
た
リ

ス
ト
で
、
ほ
ぼ
全
て
の
生
産
者
が
翌
年

の
作
付
け
に
活
用
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｂ
Ｒ

Ｏ
に
も
生
産
者
全
員
に
賦
課
金
が
割
り

当
て
ら
れ
０
・
14
ポ
ン
ド
/
ｔ
を
支
払

う
。

　

イ
ギ
リ
ス
は
製
糖
工
場
の
再
編
を
繰

請
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
政
府

関
係
者
に
生
産
現
場
を
視
察
し
て
も
ら

う
こ
と
で
現
状
を
訴
え
て
い
る
。
生
産

者
か
ら
の
賦
課
金
は
０
・
11
ポ
ン
ド
/

ｔ
で
あ
る
。

　

て
ん
菜
の
作
付
け
は
４
年
輪
作
で
、

小
麦
・
大
麦
・
な
た
ね
・
グ
リ
ー
ン

ピ
ー
ス
他
で
行
う
。
収
穫
は
９
月
〜
３

月
、
冬
季
間
の
気
温
が
０
℃
以
上
で
降

水
量
が
少
な
い
た
め
栽
培
に
適
し
て
い

る
。
２
０
１
７
年
の
収
量
は
㏊
あ
た
り

70
〜
80
ｔ
、
産
糖
量
は
㏊
あ
た
り
14

ｔ
、
気
象
変
動
に
よ
り
年
々
収
量
が
上

が
っ
て
き
て
い
る
。
Ｎ
Ｆ
Ｕ
シ
ュ
ガ
ー

と
多
く
の
農
家
は
３
年
契
約
で
あ
る

が
、
２
０
１
７
年
に
作
付
け
面
積
に
対

す
る
規
制
が
廃
止
と
な
り
自
由
取
引
と

な
っ
た
た
め
欧
州
全
体
の
取
引
価
格
が

下
が
っ
て
き
て
い
る
。
２
０
１
９
年
の

価
格
は
糖
分
16
％
あ
た
り
20
ポ
ン
ド
で

あ
っ
た
。

　

政
府
か
ら
耕
作
面
積
に
対
し
て

支
払
わ
れ
た
補
助
は
、
㏊
あ
た
り

２
３
１
・
７
ポ
ン
ド
。
交
付
条
件
と
し

て
、
３
種
類
以
上
の
作
物
を
栽
培
す
る

こ
と
、
耕
作
面
積
の
５
%
以
上
を
環
境

保
護
に
利
用
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
別
途
項
目
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
追
加
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
今
後
Ｅ
Ｕ
を
離
脱
す
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
10
年
を
目
途
に
段
階
的
な
補
助

金
制
度
の
見
直
し
が
実
施
さ
れ
、
よ
り

環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
に
対
す
る

馬
鈴
薯
に
お
い
て
は
規
模
の
大
き
い
農

場
と
共
同
運
営
を
行
い
な
が
ら
種
芋
の

買
付
や
農
薬
の
一
括
購
入
を
行
い
、
リ

ス
ク
分
散
を
図
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

規
模
拡
大
に
伴
い
近
隣
農
場
と
の
関

係
が
希
薄
に
な
る
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
農
場
同
士
の
協
力
も
拡
大
し
て
い
る
。

戦
略
的
取
り
組
み
と
リ
ス
ク
軽
減
の
取

り
組
み
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
混
在
す
る
経

営
体
で
あ
る
と
感
じ
た
。

訪
問
先
⑤
Ｎ
Ｆ
Ｕ
シ
ュ
ガ
ー　

イ
ギ
リ
ス

　

１
９
０
８
年
に
創
立
さ
れ
た
農
業
者

に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
団
体
で
あ
り
、
生

産
者
と
民
間
製
糖
会
社
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
シ
ュ
ガ
ー
が
締
結
す
る
出
荷
契
約

の
条
件
や
取
引
価
格
に
つ
い
て
の
交
渉
、

監
督
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
操
業
期

間
は
職
員
が
４
ヵ
所
の
製
糖
工
場
へ
派

遣
さ
れ
、
出
荷
時
の
計
量
、
サ
ン
プ
リ

ン
グ
や
歩
引
き
等
の
立
会
を
行
う
。
生

産
者
の
苦
情
に
対
し
て
も
砂
糖
業
者
と

の
間
に
入
り
調
整
を
行
う
。
イ
ギ
リ
ス

の
製
糖
工
場
は
国
内
に
４
ヵ
所
あ
り
、

全
て
ブ
リ
テ
ッ
シ
ュ
シ
ュ
ガ
ー
が
所
有

し
て
い
る
。
て
ん
菜
生
産
者
も
こ
れ
ら

の
工
場
周
辺
に
作
付
け
し
て
お
り
、
年

間
平
均
10
万
㏊
を
３
、０
０
０
戸
の
契

約
生
産
者
が
耕
作
を
し
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｆ
Ｕ
シ
ュ
ガ
ー
の
も
う
一
つ
の
役

割
と
し
て
ロ
ビ
ー
活
動
が
あ
り
、
イ
ギ

リ
ス
協
議
会
や
欧
州
会
議
で
、
て
ん
菜

生
産
者
に
関
わ
る
政
策
等
に
対
す
る
要
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て
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
に
集
う
組
合
員
、
役
職
員
の
皆

様
は
、
競
争
で
は
な
く
共
生
の
社
会
を

創
り
出
す
社
会
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
と
し

て
世
界
的
に
評
価
さ
れ
、
そ
の
価
値
と

役
割
を
高
め
始
め
て
い
る
協
同
組
合
の

仲
間
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
と
し
な
が
ら
、

対
話
運
動
の
実
践
を
通
じ
て
、
信
頼
と

絆
を
土
台
に
し
た
新
た
な
協
同
組
合
の

価
値
創
造
と
、
食
と
農
で
つ
な
が
る
サ

ポ
ー
タ
ー
５
５
〇
万
人
づ
く
り
に
よ
っ

て
、
協
同
活
動
の
輪
を
広
げ
て
頂
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
が
新
自
由
主
義
経
済
へ
の

対
立
軸
と
し
て
の
協
同
組
合
の
存
在
意

義
を
高
め
、
永
年
に
亘
り
先
人
が
築
き

上
げ
た
地
域
農
業
並
び
に
地
域
社
会
の

基
盤
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
持
続
可
能

な
農
業
と
地
域
社
会
へ
と
繋
が
る
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
北
海
道
は
、
協
同
組
合
の
理
念
と
精

神
を
事
業
の
拠
り
所
と
し
、
今
後
と
も

組
合
員
の
皆
様
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て

営
農
と
生
活
が
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
、
地
域
農
業
と
Ｊ
Ａ
の
発
展

に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
お
誓

い
申
し
上
げ
、
農
協
法
公
布
記
念
日
に

あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
致
し
ま
す
。

支
援
、
被
災
地
農
産
物
の
選
果
受
入
、

協
同
組
合
間
に
よ
る
募
金
活
動
な
ど
、

組
織
内
・
外
を
問
わ
な
い
助
け
合
い
の

精
神
に
よ
る
支
援
活
動
・
行
動
に
よ
っ

て
、
被
災
地
域
の
復
旧
・
復
興
支
援
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
協
同
組
合
は
社
会
と
地

域
の
人
々
の
暮
ら
し
の
た
め
に
、
永
年

に
亘
っ
て
多
く
の
分
野
で
そ
の
役
割
を

発
揮
し
て
き
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、「
協
同
組
合
の
思

想
と
実
践
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
、
更
に
昨
年
４
月
に
は
、

我
が
国
の
農
協
、
漁
協
、
生
協
、
労
働

金
庫
、
森
林
組
合
等
の
協
同
組
合
が
、

協
同
組
合
間
の
連
携
に
よ
っ
て
力
を
結

集
し
、
地
域
課
題
の
解
決
を
目
的
と
し

て
日
本
協
同
組
合
連
携
機
構（
Ｊ
Ｃ
Ａ
）

が
発
足
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

昨
年
開
催
し
た
第
29
回
Ｊ
Ａ
北
海

道
大
会
で
は
、
前
回
大
会
で
設
定
し

た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
北
海
道

５
５
〇
万
人
と
共
に
創
る
『
力
強
い
農

業
』
と
『
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
』
の

実
現
」
を
継
承
し
、「
農
業
所
得
の
増

大
と
、
多
様
な
担
い
手
の
確
保
・
育
成
」

と
「
次
代
に
つ
な
げ
る
協
同
組
合
の
価

値
と
実
践
」
に
向
け
て
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
が
一
体
と
な
っ
て
取
組
む
こ
と
と
し

業
生
産
力
の
増
進
」
と
「
農
業
者
の
経

済
的
社
会
的
地
位
の
向
上
」
を
図
り
、

国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
農
協
法
が
制
定
さ
れ
、

農
協
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
協
は
「
農
業
者
に
よ
る
農
業
者
の

た
め
の
組
織
」
で
あ
り
、
協
同
組
合
原

則
に
掲
げ
る
「
自
主
・
自
立
」「
民
主

的
運
営
」
の
基
本
に
立
ち
、
相
互
扶
助

の
精
神
の
も
と
、
幾
多
の
困
難
な
状
況

を
乗
り
越
え
、
組
合
員
の
皆
様
の
営
農

と
生
活
の
安
定
並
び
に
よ
り
良
い
地
域

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
今
日
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

　

総
合
事
業
を
展
開
し
な
が
ら
安
全
・

安
心
な
農
畜
産
物
の
生
産
と
、
豊
か
な

生
活
に
役
立
つ
購
買
品
の
供
給
、
地
域

の
豊
か
な
暮
ら
し
と
経
済
活
動
の
た
め

に
寄
与
す
る
信
用
事
業
、
総
合
的
な
暮

ら
し
の
保
障
の
た
め
の
共
済
事
業
、
健

康
な
日
常
生
活
を
営
む
た
め
の
医
療
・

福
祉
事
業
の
ほ
か
、
環
境
問
題
や
子
供

の
貧
困
問
題
な
ど
へ
の
取
組
み
等
、
地

域
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
の
様
々
な
社

会
的
取
組
み
も
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
の
よ
う
に
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

際
に
は
、
組
合
員
・
Ｊ
Ａ
・
連
合
会
等

の
間
に
お
け
る
農
業
機
械
・
発
電
機
等

の
融
通
や
、
被
災
地
へ
の
人
的
・
物
的

　

本
年
9
月
30
日
、
本
会
は
平
成
27
年

の
農
協
法
改
正
に
伴
い
法
律
上
の
位

置
付
け
を
連
合
会
に
移
行
し
ま
し
た

が
、
名
称
は
変
更
さ
れ
ず
、
事
業
と
し

て
も
会
員
の
相
談
、
監
査
、
意
見
の
代

表
、
総
合
調
整
が
規
定
さ
れ
て
い
る
た

め
、
今
後
も
引
き
続
き
、
中
央
会
が
果

た
す
べ
き
基
本
的
な
機
能
で
あ
る
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
結
集
軸
と
し
て
、
持
続
可

能
な
北
海
道
農
業
の
確
立
、
農
業
者
の

営
農
と
経
営
の
安
定
、
そ
れ
を
支
え
る

Ｊ
Ａ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り
ま
す
の
で

引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
の
程
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昭
和
22
年
11
月
19
日
に
農
業

協
同
組
合
法
（
農
協
法
）
が
公
布
さ
れ
、

今
年
で
72
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

戦
後
の
食
糧
不
足
の
混
乱
期
に
、
農

業
者
の
協
同
組
織
の
発
達
を
通
じ
、「
農

農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の
組
合
員
・
役
職
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の
組
合
員
・
役
職
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会

     

会　

長　

飛
田　

稔
章
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10
月
25
日

か
ら
26
日
、
給

油
所
『
秋
の
た

ま
ご
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
利
用

者
に
は
、
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
20
ℓ
以
上

満
タ
ン
給
油
で
た
ま
ご
１
パ
ッ
ク
、
40

ℓ
以
上
で
２
パ
ッ
ク
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

た
ま
ご
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
併
せ
て
、
洗

車
プ
リ
カ
半
額
や
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ

　

９
月
10
日
、
清
里
町
果

樹
生
産
振
興
会
（
佐
藤
昇

会
長
）
は
、
設
立
30
周
年

の
記
念
式
典
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

式
典
に
は
会
員
12
名
が

出
席
し
、
来
賓
の
櫛
引
町

長
と
石
井
組
合
長
か
ら
の

祝
辞
を
い
た
だ
い
た
後
、

歴
代
の
会
長
に
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
祝
賀
会
が
執

り
行
わ
れ
、
佐
藤
会
長
と

野
崎
副
会
長
よ
り
贈
ら
れ

た
季
節
の
果
物
も
テ
ー
ブ

ル
に
並
び
、
一
同
で
30
周

年
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

ヤ
購
入
を
購
入
さ
れ
た
方
に
Ａ
コ
ー
プ

商
品
券
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
で
は
、
ガ
ソ
リ

ン
・
ハ
イ
オ
ク
・
軽
油
合
わ
せ
て
３
４
，

４
８
５
ℓ
の
実
績
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

ど
の
油
種
に
お
い
て
も
計
画
を
上
回
る

実
績
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
変

わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

給
油
所
店
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
を
込
め
て
！

子
供
た
ち
の
未
来
と

　
老
後
の
楽
し
み
の
た
め

　
　
　
今
後
の
展
開
に
期
待

清
里
町
果
樹
生
産
振
興
会
設
立
30
周
年
記
念
式
典

佐藤会長と
野崎副会長より
贈られた季節の果物
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10
月
２
日
、
清
里
町
農
協
青
年
部
の

畑
に
お
い
て
、
食
農
教
育
活
動
『
清
小

楽
し
い
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
農
園
』
の
第

４
回
目
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最

終
回
で
あ
る
今
回
は
、
清
里
小
学
校
３

年
生
の
生
徒
た
ち
も
待
ち
に
待
っ
た
収

穫
の
回
。
バ
ス
か
ら
降
り
る
な
り
、「
枯

れ
ち
ゃ
っ
て
い
る
よ
！
」「
い
も
は
収

穫
の
と
き
に
枯
れ
て
い
て
い
い
ん
だ

よ
」
と
生
徒
間
で
の
会
話
が
聞
こ
え
、

馬
鈴
し
ょ
の
生
育
に
関
し
て
の
興
味
を

持
っ
て
知
識
を
付
け
て
く
れ
て
い
る
様

子
が
伺
え
ま
し
た
。

　

畑
に
入
る
際
に
は
、
恒
例
『
長
靴
洗

い
』
を
済
ま
せ
、
青
年
部
か
ら
今
年
の

清
小
楽
し
い
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
農
園
で

学
習
し
た
内
容
の
お
さ
ら
い
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
々
が
５
月
27
日

に
自
分
で
植
付
け
を
し
た
馬
鈴
し
ょ
５

株
を
青
年
部
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
に
手
伝
っ

て
も
ら
い
な
が
ら
手
で
掘
り
起
こ
し
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
次
々
と
出
て
く

る
馬
鈴
し
ょ
に
「
た
く
さ
ん
生
っ
て

る
！
」
と
喜
ん
で
お
り
、「
大
好
き
な

豚
汁
に
入
れ
て
も
ら
う
ん
だ
♪
」「
こ

ん
な
に
大
き
い
イ
モ
が
と
れ
た
よ
！
」

「
早
く
食
べ
た
い
な
」
と
は
し
ゃ
い
で

お
り
ま
し
た
。

　

収
穫
後
、
自
分
の
掘
り
起
こ
し
た
馬

鈴
し
ょ
の
中
か
ら
１
人
10
個
程
度
を
選

ん
で
持
ち
帰
り
、
残
っ
た
分
に
つ
い
て

は
清
里
小
学
校
の
給
食
で
使
用
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

食
農
教
育
活
動
『
清
小
楽
し
い
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
農
園
』

　
　
　
　

 

待
望
の
収
穫
迎
え
る

何個出てくるかな何個出てくるかなどれを持って帰ろうか？どれを持って帰ろうか？

黙々…黙々…

大きなイモが採れたよ！大きなイモが採れたよ！

売り物売り物
みたいにみたいに

良いイモだ
!

良いイモだ
!
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ジ
賞
に
選
ば
れ
て
、

驚
き
ま
し
た
。
嬉

し
か
っ
た
で
す
。」

と
喜
び
を
語
っ
て

く
れ
た
尚
幸
君
。

ビ
ー
ト
を
題
材
に
選
ん
だ
の
は
、
ご
両

親
と
畑
の
作
物
当
て
ク
イ
ズ
を
す
る
中

で
「
ビ
ー
ト
っ
て
な
ん
だ
？
」
と
疑
問

に
思
っ
た
か
ら
と
の
こ
と
。
新
聞
の
制

作
で
は
ビ
ー
ト
の
砂
糖
が
使
わ
れ
て
い

る
商
品
を
探
す
の
が
難
し
か
っ
た
と
の

こ
と
で
、
砂
糖
を
取
り
出
す
作
業
が
印

象
に
残
っ
た
そ
う
で
す
。「
次
は
小
麦

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
。」
と
次

回
へ
の
展
望
も
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

第
25
回
ど
う
し
ん
私
と
ぼ
く
の
小
学

生
新
聞
グ
ラ
ン
プ
リ
に
て
、
清
里
小
学

校
３
年
生
の
島
田
尚
幸
君
が
ビ
ー
ト
を

題
材
に
手
作
り
新
聞
を
作
成
し
、
見
事

チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

尚
幸
君
は
実
際
に
生
産
者
（
当
Ｊ
Ａ

組
合
員
）
の
も
と
を
訪
ね
て
昨
年
の
秋

か
ら
取
材
を
始
め
、
ビ
ー
ト
の
植
付
け

や
収
穫
作
業
に
つ
い
て
新
聞
に
ま
と
め

ま
し
た
。
自
分
で
ビ
ー
ト
を
育
て
た
り
、

ビ
ー
ト
を
煮
詰
め
て
砂
糖
を
作
っ
た
り

と
、
体
験
を
多
く
取
り
入
れ
た
記
事
も

あ
り
、
読
み
手
の
興
味
を
惹
く
内
容

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。「
チ
ャ
レ
ン

清
里
町
産
農
産
物
を
題
材
に
、

清
里
町
産
農
産
物
を
題
材
に
、

　
　
手
作
り
新
聞
で
清
小
生
入
賞

　
　
手
作
り
新
聞
で
清
小
生
入
賞

どうしんどうしん
小学生新聞小学生新聞
グランプリグランプリ

　

９
月
19
日
、
第
１
回
目
『
Ｊ
Ａ
清
里

町
地
域
農
業
応
援
団
』
の
会
議
が
Ｊ
Ａ

清
里
町
２
階
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
本
活
動
は
、Ｊ
Ａ
と
准
組
合
員
・

一
般
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
関
係
づ
く
り

を
基
に
、
Ｊ
Ａ
の
事
業
や
農
業
へ
の
理

解
浸
透
と
地
域
農
業
の
応
援
の
輪
を
広

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
足
し
ま
し

た
。

　

応
援
団
は
、
Ｊ
Ａ
清
里
町
の
准
組
合

員
及
び
一
般
町
民
10
名
を
選
出
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
清
里
町
農
協
青
年
部
部
長
、

Ｊ
Ａ
清
里
町
女
性
部
部
長
、
Ｊ
Ａ
事
務

局
方
を
合
わ
せ
、
計
20
名
の
体
制
と
し

ま
し
た
。
10
名
の
応
援
団
員
に
は
団
長

で
あ
る
三
上
専
務
理
事
よ
り
委
嘱
状
を

授
与
し
、
２
年
間
の
任
期
で
活
動
し
て

「
Ｊ
Ａ
清
里
町
地
域
農
業
応
援
団
」
発
足

准
組
合
員
と
の
関
係
づ
く
り

准
組
合
員
と
の
関
係
づ
く
り

准
組
合
員
と
の
関
係
づ
く
り

准
組
合
員
と
の
関
係
づ
く
り

准
組
合
員
と
の
関
係
づ
く
り

准
組
合
員
と
の
関
係
づ
く
り

　
　
農
業
・
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
醸
成
へ

　
　
農
業
・
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
醸
成
へ

　
　
農
業
・
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
醸
成
へ

　
　
農
業
・
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
醸
成
へ

　
　
農
業
・
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
醸
成
へ

　
　
農
業
・
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
醸
成
へ

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
三
上
専
務
か
ら
は

「
団
員
の
皆
様
に
は
、
快
く
引
き
受
け

て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
北
海
道

と
し
て
現
在
５
５
０
万
人
サ
ポ
ー
タ
ー

づ
く
り
が
全
道
統
一
テ
ー
マ
で
取
組
ま

れ
て
お
り
、
一
般
道
民
と
町
民
の
理
解

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
食

と
農
を
伝
え
て
い
く
か
、
栄
え
さ
せ
て

い
く
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
食
と

農
を
通
じ
て
地
域
を
切
り
開
い
て
い
く

の
は
難
し
い
部
分
も
あ
る
が
、
皆
様
の

知
恵
を
借
り
な
が
ら
進
め
て
参
り
た
い
。

Ｊ
Ａ
の
基
本
理
念
、
地
域
貢
献
の
中
、

Ｊ
Ａ
の
動
き
が
ど
の
よ
う
に
地
域
と
密

接
に
繋
が
っ
て
い
る
か
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
、
共
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
。」
と
の
挨
拶
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
議
の
中
で
は
、
Ｊ
Ａ
清
里
町
地
域

農
業
応
援
団
の
活
動
要
領
及
び
Ｊ
Ａ
清

里
町
の
概
要
説
明
の
後
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
団
員
か
ら
は
現
在
の
Ｊ
Ａ
の

活
動
で
良
い
点
や
工
夫
の
指
摘
、
本
取

組
み
の
意
義
や
、
今
准
組
合
員
・
町
民

に
訴
え
か
け
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と

等
、
た
く
さ
ん
の
発
言
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
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で
ん
粉
団
子
作
り
を
そ
れ
ぞ
れ
伝
授
し
、

入
園
者
の
皆
さ
ん
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。

　

本
年
も
６
月
と
11
月
の
２
回
、
清
楽

園
慰
問
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
入
園
者

の
皆
さ
ん
は
毎
回
楽
し
み
に
し
て
く
だ

さ
っ
て
お
り
、
今
回
も
何
度
も
お
か
わ

り
を
す
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

11
月
５
日
、
ア
カ
シ
ヤ
部
会
（
桑
名

早
苗
部
長
）
は
、
町
内
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
清
楽
園
慰
問
に
て
長
い
も
だ

ん
ご
と
で
ん
ぷ
ん
だ
ん
ご
作
り
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

６
名
の
部
員
と
女
性
部
よ
り
８
名
の

お
手
伝
い
の
計
11
名
で
、
午
前
中
は
長

い
も
の
作
り
方
を
ア
カ
シ
ヤ
部
会
か
ら

女
性
部
員
へ
、
午
後
か
ら
は
清
楽
園
で

11
月
16
日
、
Ｊ
Ａ
収
穫
感
謝
祭
に

合
わ
せ
て
「
清
里
あ
ん
か
け
焼
き
そ

ば
」
が
新
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
清
里
町

産
の
で
ん
ぷ
ん
を
使
っ
た
あ
ん
か
け
の

素
付
き
で
、
水
に
溶
い
た
素
を
炒
め
た

具
材
に
か
け
て
火
を
通
す
だ
け
の
簡
単

調
理
で
お
召
し
上
が
り
い
た
だ
け
ま
す
。

キ
ャ
ベ
ツ
や
人
参
、
豚
肉
…
海
鮮
も
相

性
抜
群
。
麺
は
他
の
清
里
切
麦
同
様
、

清
里
産
き
た
ほ
な
み
を
１
０
０
％
使
用

し
、
炒
め
る
と
香
ば
し
い
小
麦
の
香
り

が
広
が
り
ま
す
。

　

本
商
品
は
エ
ー
コ
ー
プ
き
よ
さ
と

店
・
パ
パ
ス
ラ
ン
ド
さ
っ
つ
る
に
て
絶

賛
販
売
中
で
す
。
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ

い
！

「清里あんかけ焼きそば」
　　新たに登場　　新たに登場

11
月
16

清里切麦
シリーズ

ア
カ
シ
ヤ
部
会
が
清
楽
園
慰
問

美
味
し
い
団
子
に
笑
顔
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ＪＡグループ通信
ＪＡ北海道中央会　　

　北海道農業協同組合中央会は平成 27年の農協法改正により、令和
元年 9月 30日をもって法律上の位置付けを、農業協同組合連合会に
移行しました。改正法では、名称は変更しないことが認められ、事業
としては会員の相談、監査、意見の代表、総合調整が規定されており、
法律上の位置付けは変わるものの、中央会が果たすべき基本的な機能
は変わらないと認識しております。
　組織変更に伴い、9月 30 日に本会役職員に対して飛田会長より
訓示を致しました。訓示の内容については、「ＪＡ北海道中央会」の
YouTube チャンネルよりご覧いただけます。
　今後も引き続き、ＪＡグループの結集軸として、持続可能な北海道
農業の確立、農業者の営農と経営の安定、それを支えるＪＡをサポー
トする役割をしっかり果たして参ります。

ＪＡ北海道信連　　
　10月5、6日、アクセスサッポロで開催され
た、こどものまち「ミニさっぽろ2019」に昨年
に続きブース出展しました。「ミニさっぽろ」
は、子ども達を対象にした職業体験のイベント
であり、ＪＡバンクのブースでは各ブースから
の依頼を受けて、給料を用意する仕事を体験し
てもらいました。
　子ども達に仕事
の 大 変 さ や 楽 し
さ、そして金融の
大切さを伝える機
会を提供すること
ができました。

ホクレン　　
　ＧＡＰ（農業生産工程管理）の推進に向け、ホ
クレンは、農場評価の演習を盛り込んだ実践研修
会を8月26～27日に札幌市内の学校法人・八紘
学園北海道農業専門学校を会場に開催しました。
参加者は道央圏のＪＡ担当者・連合会職員など約
10名で、日本生産者ＧＡＰ協会の田上隆多事務
局長を講師とし、農場評価制度の基本学習や会場
となった同校農場に
て実際の調査を演習
しました。参加者の
各組織での今後のＧ
ＡＰ推進に期待して
います。

ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動内
容を紹介します。各団体の詳しい取り組み内容
はＷＥＢサイトをご覧ください。

ＪＡ共済連北海道　　
　ＪＡ共済連北海道は、平成20年より地域貢献
活動の一環として、交通安全啓発運動を北海道警
察本部と連携し「旗の波運動」として取組んでい
ます。街頭で小旗等を振り、ドライバーに交通安
全を呼びかけ、交通事故の撲滅、および交通安全
意識の向上を目的に実施しております。
　今年度も札幌地
区では9月27日に
約50名で共済ビル
前の街頭で実施し
ドライバー・歩行
者へ交通安全を呼
びかけました。

ＪＡ北海道厚生連　　
　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を
守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図るこ
とを目的として、広報誌「すまいる」を発行して
おります。
　紙面をリニューアルし、より読みやすくさらに
健康に役立つ医療・健康情報を発信しておりま
す。10月発行分
にはプレゼント
付きアンケート
もございますの
で是非応募にも
チャレンジして
みてください。

ＪＡ北海道中央会　　

ＪＡ北海道信連　　

ホクレン　　

ＪＡ共済連北海道　　

ＪＡ北海道厚生連　　
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退
職
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丹
野　

未
希

　

初
冬
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
こ
の
度
10
月
31
日
を

も
ち
ま
し
て
清
里
町
農
業
協
同
組
合
を

退
職
致
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
に
入
組
し
、
管
理
部
金
融

課
・
管
理
課
に
勤
務
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

金
融
課
に
は
８
年
間
勤
務
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
組
合
員
の
皆
様
の
大
切
な
資

金
を
お
預
か
り
す
る
と
い
う
責
任
感
が

あ
り
、
と
て
も
緊
張
し
て
い
た
の
を
思

い
出
し
ま
す
。
ま
た
、
未
熟
な
私
に
優

し
く
接
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
深
く

セ
ン
チ
ュ
ウ
植
物
検
診
の
結
果
に
つ
い

て２
．
で
ん
粉
工
場
操
業
の
中
間
報
告
に

つ
い
て

３
．
令
和
元
年
産
小
麦
の
格
付
結
果
に

つ
い
て

４
．
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
協
畑
作
青
果
対
策

委
員
会
海
外
視
察
研
修
の
参
加
に
つ
い

て５
．
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
お
よ
び
事

業
の
報
告
に
つ
い
て

６
．
内
部
監
査
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

第
10
回　

10
月
24
日

付
議
事
項

議
案
第
１
号　

理
事
に
対
す
る
供
給
限

度
額
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

利
用
組
合
の
貸
付
に
係

る
理
事
の
連
帯
債
務
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　

令
和
元
年
度
９
月
期

デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
設
定
に
つ

い
て

議
案
第
４
号　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ

い
て

議
案
第
５
号　

令
和
元
年
度
事
業
下
期

対
策
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
．
令
和
元
年
度
組
合
員
勘
定
収
支
資

金
計
画
の
結
果
に
つ
い
て

２
．
第
３
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
協
畑
作
青

■
監
査
講
評

１
．
令
和
元
年
度
8
月
末
監
査
講
評
に

つ
い
て

付
議
事
項

議
案
第
１
号　

従
業
員
に
対
す
る
寒
冷

地
・
暖
房
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

道
常
例
検
査
の
検
査
結

果
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

協
議
事
項

１
．
来
運
地
区
デ
カ
ン
タ
ー
排
水
の
余

剰
分
に
係
る
対
応
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
．
令
和
元
年
度
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト

第第
９９
回回
９
月
24
日

理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を理事会の経過を
　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します　お知らせ致します

果
対
策
委
員
会
の
内
容
報
告
に
つ
い
て

３
．
で
ん
粉
工
場
操
業
の
中
間
報
告
に

つ
い
て

４
．
令
和
元
年
産
て
ん
菜
糖
分
状
況
報

告
に
つ
い
て

５
．
麦
作
セ
ン
タ
ー
操
業
の
中
間
報
告

に
つ
い
て

６
．
Ｊ
Ａ
清
里
町
自
動
車
・
農
業
機
械

展
示
会
の
開
催
に
つ
い
て

７
．
第
８
回
Ｊ
Ａ
清
里
町
収
穫
感
謝
祭

の
開
催
に
つ
い
て

８
．
Ｊ
Ａ
清
里
町
地
域
農
業
応
援
団
員

に
つ
い
て

第第
1010
回回
10
月
24
日

組合員状況
〈令和元年 11月１日現在〉

■組合員数　　　　〈前回報告より〉
正組合員（個人） 220名　（１ 名 増）
　 〃 　（法人） 13法人（変動なし）
准組合員（個人）1,312名　（２ 名 減）
〃 （法人） 0法人（変動なし）

　 〃 　（団体） 20団体（変動なし）
　 　（合計）1,565

感
謝
致
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
４
月
に
は
管
理
課
へ
異
動

と
な
り
、
電
算
業
務
を
担
当
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
電
算
業
務
で
は
ク
ミ

カ
ン
の
仕
組
み
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、

組
合
員
の
皆
様
と
関
わ
る
大
切
な
業
務

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
管
理
課
に
は
７
か

月
間
と
短
い
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
多

く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

未
熟
な
私
が
今
日
ま
で
勤
め
て
こ
ら

れ
ま
し
た
の
も
、
組
合
員
の
皆
様
と
役

職
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

あ
っ
た
為
と
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆

様
、
役
職
員
の
皆
様
の
末
永
い
ご
健
勝

と
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
退
職

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

長
い
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
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編
集
／
組
合
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
　

印
刷
／
星
印
刷
工
業
株
式
会
社

編
集
／
組
合
だ
よ
り
編
集
委
員
会　
　

印
刷
／
星
印
刷
工
業
株
式
会
社

発
行
／
清
里
町
農
業
協
同
組
合　

発
行
／
清
里
町
農
業
協
同
組
合　

〒
０
９
９

〒
０
９
９
――
４
４
０
５　

４
４
０
５　

北
海
道
斜
里
郡
清
里
町
羽
衣
町
２
番
地　

北
海
道
斜
里
郡
清
里
町
羽
衣
町
２
番
地　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
１
５
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
１
５
２ 

――
２
５
２
５
――
２
２
１
１　

２
２
１
１　


